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お
ば
あ
ち
ゃ
ん
優
し
く
呼
ば
れ
財
布
空

　標
茶
町

　佐
藤

　教
子

負
け
て
勝
つ
そ
ん
な
春
で
す
処
世
術

　
　釧
路
市

　田
中
千
久
里

ま
た
一
つ
消
え
る
川
湯
の
露
天
風
呂

　
　釧
路
市

　小
野
美
貴
雄

春
風
へ
熊
と
シ
ェ
ア
す
る
ふ
き
の
と
う

　標
茶
町

　高
倉

　徹
夫

コ
ロ
ナ
禍
も
何
処
吹
く
風
の
福
寿
草

　
　釧
路
市

　坂
井
い
く
子

年
寄
り
は
家
に
籠
も
っ
て
祈
る
だ
け

　
　釧
路
市

　澁
谷

　準
一

テ
レ
ビ
か
ら
映
る
コ
ロ
ナ
へ
後
ず
さ
り

　釧
路
市

　高
橋
み
の
る

感
染
症
退
治
に
模
索
底
知
れ
ぬ

　
　
　
　釧
路
市

　菅
野

　光
広

安
倍
マ
ス
ク
二
枚
ど
こ
か
が
少
し
ず
れ

　釧
路
市

　米
島

　純
一

〈
秀
逸
〉

布
マ
ス
ク
仕
方
な
い
か
ら
着
け
と
く
か

　釧
路
市

　一
路

　
　元

〈
略
式
記
号
の
読
み
方
〉

通
夜
＝

、葬
儀
＝

、喪
主
＝

、

施
主
＝

、葬
儀
委
員
長
＝

⑮

  

山
下
商
会
は
環
境
衛
生
・
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
、

農
業
生
産
安
定
化
事
業
な
ど
を
展
開

す
る
。
お
よ
そ
10
年
前
か
ら
テ
ク
ノ

マ
ッ
ク
ス
（
本
社
・
埼
玉
）
が
開
発

し
た
次
世
代
除
菌
液
「
ハ
セ
ッ
パ
ー

水
」
を
販
売
し
て
お
り
、
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
ニ
ー
ズ
に
伴
い
注
文
が
集
ま

っ
て
い
る
。
ハ
セ
ッ
パ
ー
水
は
プ
ー

ル
の
殺
菌
な
ど
に
使
わ
れ
る
次
亜
塩

素
酸
ソ
ー
ダ
を
除
菌
力
が
高
ま
る
弱

酸
性
の
状
態
に
調
整
し
た
も
の
で
、

厚
生
労
働
省
に
よ
っ
て
生
食
鮮
魚
介

類
な
ど
へ
の
除
菌
使
用
を
認
め
ら
れ

て
い
る
。
以
前
か
ら
食
品
工
場
、
医

療
関
係
施
設
、
農
家
な
ど
で
安
全
な

除
菌
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。

目
や
皮
膚
に
付
着
し
た
場
合
は
も
ち

ろ
ん
、
誤
っ
て
口
に
し
て
し
ま
っ
た

場
合
も
問
題
が
な
い
。
山
下
商
会
で

は
20
㍑
６
６
０
０
円
、
５
㍑
４
４
０

０
円
、
５
０
０
㍉
㍑
１
４
３
０
円
で

販
売
（
い
ず
れ
も
税
込
み
）
。
20
㍑

と
５
㍑
は
ハ
セ
ッ
パ
ー
水
１
に
対
し

て
水
３
の
割
合
で
薄
め
て
利
用
で

き
、
保
管
状
態
に
も
よ
る
が
消
費
期

限
は
10
カ
月
。
そ
の
ま
ま
手
指
の
消

毒
に
使
え
る
他
、
加
湿
器
に
使
用
し

て
空
間
除
菌
も
行
え
る
。
専
用
の
加

湿
器
は
２
万
５
０
０
０
円
（
税
込
み
）

で
販
売
し
て
い
る
が
、
市
販
の
超
音

波
式
加
湿
器
で
も
利
用
可
能
だ
。
空

間
除
菌
の
目
安
は
１
㍑
で
１
日
半
〜

２
日
。
旧
釧
路
市
・
町
内
で
あ
れ
ば

配
達
も
行
っ
て
お
り
、
設
置
ま
で
対

応
し
て
い
る
。
守
成
ク
ラ
ブ
会
員
で

も
あ
る
山
下
賢
代
表
は
「
業
務
用
と

し
て
取
り
扱
っ
て
い
た
が
、
会
員
内

で
も
利
用
し
た
い
と
い
う
声
が
多
か

っ
た
た
め
一
般
販
売
を
決
め
た
。
例

会
で
行
っ
た
商
品
紹
介
を
覚
え
て
く

れ
た
方
の
口
コ
ミ
で
広
ま
り
、
個
人

か
ら
企
業
、
医
療
関
係
者
な
ど
多
方

面
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
頂
い
て
い

る
」
と
話
し
て
い
る
。

            

（
藤
井
若
菜
）
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　介
護
福
祉
事
業
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
（
釧
路
市

新
川
町
１
、
松
田
修
理
事
長
）
が
手
掛
け
る
、
海
に
遺
骨
を
ま
い
て
自
然
に
返
す
「
海
洋

散
骨
」
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
釧
路
に
お
け
る
日
本
海
洋
散
骨
協
会
正
会
員
と
し
て
唯

一
の
提
供
。
２
０
１
９
年
３
月
の
開
始
以
降
、
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
た
い
と
し
て
、
依

頼
も
増
加
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
山
本
雅
之
）

釧
路
沖
で
執
り
行
わ
れ
る
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
和
の
海
洋
散
骨
（
同
法
人

提
供
）

代
引
き
で
地
方
発
送
も
受
け
付
け
て
い
る
、
と
山
下
代
表

む
ー
ん
ら
い
と
グ
ル
ー
プ
の
各
店

で
利
用
が
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト

「お客さまがこの店を育ててくれた」と常連客や

地域に感謝する藤田店主（右）と智恵夫人

　☆
…
迷
い
猫

　12
日
、
堀
川

町
５
の
38
で
保
護
。
キ
ジ
ト
ラ
。

腹
の
毛
が
刈
ら
れ
て
い
る
。
目

が
緑
か
か
っ
て
い
る
。
尾
が
カ

ギ
状
に
曲
が
っ
て
い
る
。
連
絡

は
０
１
５
４
（
23
）
５
５
９
４

（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
シ
ョ
ッ
プ
あ
ま

む
）
へ
。

　釧
太
郎
商
店
（
釧
路
市
愛
国

東
３
、
藤
田
康
之
店
主
）
は
、

今
月
で
開
店
５
周
年
を
迎
え

た
。
同
店
は
、
釧
路
近
海
な
ど

で
捕
れ
た
魚
を
厳
選
し
て
仕
入

れ
て
加
工
し
、
手
頃
な
価
格
で

提
供
。
藤
田
店
主
は
「
お
客
さ

ま
が
こ
の
店
を
育
て
て
く
れ

た
」
と
常
連
客
や
地
域
に
感
謝

を
表
し
、
地
域
密
着
と
顧
客
第

一
主
義
を
貫
く
決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
。

　

　同
店
は
、
２
０
１
５
年
４
月

に
魚
類
の
移
動
販
売
を
手
掛
け

て
い
た
藤
田
店
主
が
現
在
地
に

店
舗
を
構
え
、
こ
れ
ま
で
智
恵

夫
人
と
共
に
盛
り
立
て
て
き

た
。
約
３
坪
の
売
り
場
に
は
、

２
枚
に
開
き
塩
味
で
味
付
け
し

た
大
型
の
サ
バ
や
ホ
ッ
ケ
な
ど

が
並
ぶ
ほ
か
、
ケ
ー
ス
内
の
塩

味
や
み
そ
、
麹

こ
う
じ

に
漬
け
た
サ
ケ

や
サ
バ
の
切
り
身
が
人
気
を
集

め
る
。

　魚
の
味
付
け
は
、
藤
田
店
主

が
担
当
。
昨
今
の
健
康
志
向
を

反
映
し
薄
味
に
し
て
い
る
が
、

要
望
に
応
じ
て
濃
い
め
の
味
付

け
に
も
快
く
対
応
す
る
。
ミ
ソ

や
麹
の
濃
度
や
風
味
は
研
究
を

重
ね
て
た
ど
り
着
い
た
。

　同
店
に
は
、
顧
客
目
線
に
立

ち
、
飽
き
さ
せ
な
い
品
ぞ
ろ
え

や
藤
田
店
主
の
気
さ
く
な
人
柄

で
、
常
連
客
が
口
コ
ミ
で
増
え
、

釧
路
市
内
各
地
に
加
え
標
茶

町
、
鶴
居
村
な
ど
か
ら
も
訪
れ

る
。
藤
田
店
主
は
「
お
客
さ
ま

が
『
お
い
し
い
』
と
喜
ん
で
く

れ
、
笑
顔
で
ま
た
足
を
運
ん
で

く
れ
る
店
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
を
の
ぞ

か
せ
る
。

　日
曜
定
休
。
問
い
合
わ
せ
は

０
１
５
４
（
68
）
５
５
２
２
へ
。

　
　
　
　
　
　（
嶋
守
善
一
）

  

レ
ス
ト
ラ
ン
む
ー
ん
ら
い
と

グ
ル
ー
プ
（
本
店
・
白
糠
町
西

庶
路
東
２
、
松
田
秀
夫
社
長
）

は
、
同
グ
ル
ー
プ
各
店
で
食
事

な
ど
に
利
用
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。
１
枚
５

０
０
円
（
税
込
み
）
で
、
期
間

限
定
の
特
典
で
10
枚
（
５
０
０

０
円
分
）
購
入
す
る
と
さ
ら
に

１
枚
が
付
い
て
く
る
。

  

同
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る

店
舗
は
、
白
糠
町
の
道
の
駅
恋

問
館
内
の
店
舗
「
こ
の
豚
丼
」

や
イ
オ
ン
釧
路
店
内
の
同
店
、

西
庶
路
の
レ
ス
ト
ラ
ン
む
〜
ん

ら
い
と
、
釧
路
市
内
合
同
庁
舎

内
１
階
の
「
え
す
か
る
」
な
ど
。

さ
ら
に
、
同
社
が
販
売
し
て
い

る
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
「
ご
ち
そ
う

便
」
や
豚
丼
の
た
れ
の
購
入
に

も
利
用
で
き
る
。

  

白
糠
町
民
に
は
、
同
町
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
大
幅
な
売
り
上
げ

減
少
に
悩
む
町
内
飲
食
店
な
ど

へ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
交

付
し
た
「
元
気
‼
、
し
ら
ぬ
か

応
援
券
」
で
の
利
用
も
で
き
る
。

ま
た
、
「
こ
の
豚
丼
」
恋
問
館

道
の
駅
店
で
は
、
鍋
を
持
参
し

て
も
ら
う
と
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
が

購
入
で
き
る
。

　期
間
限
定
特
典
は
６
月
30
日

ま
で
。
チ
ケ
ッ
ト
が
購
入
で
き

る
の
は
同
恋
問
館
道
の
駅
店
。

松
田
社
長
は
「
ぜ
ひ
、
各
店
で

利
用
が
で
き
る
便
利
な
チ
ケ
ッ

ト
を
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
。

　

　
　
　
　
　
　
　（
小
西
靖
）

割
増
し
チ
ケ
ッ
ト

お
得
に
食
事
を

む
ー
ん
ら
い
と

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
和
は
、
葬
送
に

つ
い
て
の
価
値
観
の
多
様
化
や

墓
の
継
承
問
題
が
顕
在
化
す
る

中
、
「
釧
路
で
も
海
洋
散
骨
が

で
き
な
い
か
」
と
い
う
要
望
を

受
け
て
調
査
開
始
。
観
光
ク
ル

ー
ズ
船
を
運
航
す
る
ア
イ
コ
ム

（
釧
路
町
北
都
２
、
佐
久
間
陽

介
代
表
取
締
役
）
と
連
携
し
、

日
本
海
洋
散
骨
協
会
の
助
言
を

受
け
な
が
ら
葬
法
を
整
備
し

た
。
責
任
者
の
和
田
克
彦
さ
ん

は
「
海
洋
散
骨
は
近
年
、
国
内

外
で
浸
透
し
、
特
に
、
ハ
ワ
イ

で
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
世
界
三
大
夕
日
の
ま
ち
、

釧
路
も
ふ
さ
わ
し
い
舞
台
と
い

え
る
」
と
説
明
す
る
。

　海
洋
散
骨
の
流
れ
は
、
釧
路

港
か
ら
10
㌔
の
沖
合
で
、
粉
末

状
に
し
た
骨
を
花
び
ら
な
ど
と

一
緒
に
投
下
す
る
。
料
金
は
、

僧
侶
の
読
経
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の

実
施
な
ど
で
変
動
す
る
が
、
１

隻
貸
し
切
り
の
「
サ
ン
セ
ッ
ト

ク
ル
ー
ズ
チ
ャ
ー
タ
ー
散
骨
」

が
28
万
円
、
船
の
上
で
法
要
す

る
「
家
族
散
骨
」
は
25
万
円
。

２
組
以
上
で
の
合
同
散
骨
は
10

万
円
、
代
行
委
託
散
骨
は
８
万

円
。
い
ず
れ
も
、
日
付
と
位
置

情
報
を
明
示
し
た
散
骨
証
明
書

と
散
骨
の
報
告
写
真
を
渡
す
。

遺
骨
は
散
骨
前
、
海
の
見
え
る

専
用
保
管
所
で
安
置
。
僧
侶
の

読
経
の
下
で
粉
骨
処
理
す
る
。

　海
洋
散
骨
に
着
手
し
て
１
年

間
で
９
人
分
を
行
っ
た
が
、
今

春
は
、
す
で
に
２
人
分
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
準
備
を
進
め

て
い
る
。
和
田
さ
ん
は
「
『
故

人
が
釧
路
出
身
な
の
で
依
頼
し

た
』
な
ど
、
海
洋
散
骨
を
選
ぶ

理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
関
心

そ
の
も
の
が
高
ま
っ
て
い
る
印

象
が
あ
る
。
葬
送
の
新
し
い
形

と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、

０
１
５
４
（
22
）
３
０
２
２
へ
。

　
　
　
　
　
　
　…
釧
路
市
…

　鈴
木

　勇
一
さ
ん
（
す
ず
き

・
ゆ
う
い
ち
）
15
日
死
去
、
63

歳
。
柏
木
町
９
の
14

17
日
午

後
６
時

18
日
午
前
９
時
、
大

川
町
７
の
清
華
堂
会
館

母
イ

ト
さ
ん
。

　亀
松

　紀
美
子
さ
ん
（
か
め

ま
つ
・
き
み
こ
）
15
日
死
去
、

84
歳
。
鳥
取
大
通
３
の
８
の
３

17
日
午
後
６
時
30
分

18
日

午
前
10
時
、
若
草
町
21
の
釧
路

ベ
ル
コ
会
館

長
男
聡
さ
ん
。

　茂
手
木

　な
つ
子
さ
ん
（
も

て
ぎ
・
な
つ
こ
）
16
日
死
去
、

96
歳
。
暁
町
４
の
３

17
日
午

後
６
時

18
日
午
前
10
時
、
若

草
町
21
の
釧
路
ベ
ル
コ
会
館

次
女
の
夫
桝
田
憲
昭
さ
ん
。

　福
地

　健
さ
ん
（
ふ
く
ち
・

た
け
る
）
３
月
21
日
死
去
、
56

歳
。
星
が
浦
大
通
３
の
５
の
27
。

葬
儀
終
了

姉
の
夫
高
橋
正
之

さ
ん
。

　
　
　
　
　
　…
弟
子
屈
町
…

　新
妻

　勝
雄
さ
ん
（
に
い
づ

ま
・
か
つ
お
）
12
日
死
去
、
86

歳
。
鈴
蘭
５
の
26
の
15
。
葬
儀

終
了

長
男
幸
雄
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　…
別
海
町
…

　上
杉

　千
年
さ
ん
（
う
え
す

ぎ
・
ち
と
せ
）
14
日
死
去
、
59

歳
。
別
海
旭
町
３
９
５

17
日

午
後
７
時
、
告
別
式
18
日
午
前

10
時
、
別
海
宮
舞
町
２
５
１
の

別
海
町
民
ホ
ー
ル

母
弘
子
さ

ん

伊
藤
一
成
さ
ん
（
第
二
旭

町
内
会
会
長
）
。

　
　
　
　
　
　…
中
標
津
町
…

　佐
々
木

　富

さ
ん
（
さ
さ

き
・
と
み
よ
し
）
16
日
死
去
、

84
歳
。
西
11
南
７

17
日
午
後

６
時

18
日
午
前
９
時
30
分
、

東
９
南
１
の
中
央
斎
場
ワ
タ
ナ

ベ

妻
多
笑
子
さ
ん

長
女
の

夫
長
田
利
治
さ
ん
。


